
｢HIDIC V90/5シリーズ+
近年,電力･鉄鋼･化学･食品･薬

品などの監視･制御では,AI,ニュー

ロコンピューティングやファジィ制御
技術の適用,リアルタイムでのシミュ

レーションなど高度化･複雑化してき

ており,よr)パワフルで高速な高性能

制御用コンピュータの登場が待ち望ま

れている｡また,広域での列車輸送管

理,年々大規模化する都市再開発など

の情報処理分野では,コンパクトで24

時間運用可能な制御用コンピュータの

ズが高まっている｡このような高

機能化と多様化する要求にこたえ,国

内最高速性能を実現した``HIDIC

V90/75'',さらにシリーズの中･下位機

種でのコストパフォーマンスをより迫

区= HIDIC V90/25L,35,75
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最上位機発売とラインアップの強化

求し,ラインアップの強化を図った

"HIDIC V90/35,25L”を開発した

(図1)｡

1.主な特長

(1)ラインアップを充実

｢HIDIC V90/モデル75,35,25L+

の登場で｢HIDIC V90/5シリーズ+

は,｢V90/モデル75,65,45,35,25,

25L,5+とさらにラインアッ70を充実

した｡CIM化の進展にこたえ大規模シ

ステムから小規模システムまで,それ

ぞれのアプリケーションに最適のシス

テムが構築できる｡

(2)国内最高速制御用マシン

｢モデル75+は,最新鋭CMOS VLSI

表l 主な仕様

分 筆頁 項 目
仕 様

V90/75 〉90/35 V90/Z5L

演算部
プロセッサ CMOS 〉しSl MC68030 MC68020

マルチプロセッサ 4台(Max) なし なし

主記憶 容 量 32～512Mバイト 】6～32Mバイト 8ハ6Mバイト

主記憶

制御

論王里空間 ユーザー 2Gバイト,システム 2Gバイト

キャッシュ

メモリ容量
544kバイト 256kバイト 16kバイト

高速バス 最大転送速度 160Mバイト/秒 50Mバイト/秒 なし

汎用バス 最大転送速度 l.5Mバイト/秒(lEEE796準拠)

(10万ゲート)の採用によr),シングル

プロセッサで約16MIPS,最大4プロ

セッサのマルチプロセッサ構成で50

MIPSの,制御用コンピュータとしては

国内最高速性能を実現した｡

(3)コストパフォーマンスの高いマシ

ン

｢モデル35,25L+は,大容量キャッ

シュメモリなどの大形汎(はん)用コン

ピュータ並みの高速化機構を付加し,

コストパフォーマンスの高いマシンを

実現した｡

(4)一貫したアーキテクチャ

リアルタイムUNIX繋)を搭載し,ユー

ザーの貴重なソフトウェア財産に対し,

従来のV90/5シリーズとのソフト互換

性を保っている｡

2.主な仕様

各中央処理装置の仕様を表1に示

す｡

(日立製作所 機電事業本部)

※)UNIX:米国AT&T社ベル研究所

が開発したオペレーティングシステ

ムの名称である｡

日立パーソナルワークツール"PROSET30HD,
近年,パーソナルコンピュータ(以下,

パソコンと略す｡)の適用業務はますま

す多様化,高度化してきており,高速･

人容量のデータ処理や,これまでのス

タンドアロン中心の利用からネットワ

ーク上での効率的な利用のしかたが求
められるようになってきている｡こう

したニーズに対応して,40Mバイトハ

ードディスクを内蔵し,ホストコンピ

ュータとの接糸売など高度なシステム対

応を目指した"PROSET30HD''ぉよぴ

``pROSET30HS''を発売した(図1)｡

l.主な特長

(1)一体形構成

B16/B32シリーズと互換件のあるパ

ソコン本体に,カラーディスプレイ,

プリンタ,電話機,モデムをコンパクト

に一体化した｡さらに,ベストセラー

の[]本譜ワードプロセッサ｢一太郎※)

Ver.4+,図形プロセッサ｢花子Ver.

2+を標准装備した｡

(2)40Mバイトハードディスクを内蔵

ラップトップパソコン並みの設置面

積の本体の中に,高速レスポンスの40

※) 一太郎:株式会社ジャストシステム

の驚未定商標である｡

Mバイトハードディスクとフロッピー

ディスク2基を内蔵し,操作性を向上

した｡

(3)各種通信機能のサポート

日立製作所大形コンピュータ

表l 主な仕様

(a)ソフトウェアイ士様

日本語り一ド
プロセッサ

｢一太郎〉er.4+

図形プロセッサ ｢花子Ver.2+

メイルソフト
"pROSET/MAIL''
(PROSET30HSは,オプション)

アクセサリー
ソフト

住所毒気 メモ帳,カレンダー,
時計,電卓,パソコン通信用
ターミナルソフト

(b)機器仕様

HS”

｢HITACシリーズ+とのオンライン処

理を行う｢T-560/20エミュレータ+を

サポートする｡さらに,国際標準

(IEEE802.3]10BASE5)に準拠した

伝送速度10Mビット/秒の高速パソコン

LAN"MicroNet/ET”もサポートし,

B16/B32シリーズとPROSET30シリー

ズの混在したLANの構築も可能である｡

2.主な仕様

PROSET30シリーズの主な仕様を

表1に示す｡

(日立製作所 OA事業部)

PROSET30HD PROSET30HS

メインプロセッサ 80Z86(8MHz)
メインメモリ lMバイト～2.5Mバイト(EMS対応)
表示部 10インチカラーディスプレイ,640×400ドット

ファイル
3.5インチl.ZMバイトフロッピーディスク×2

40Mバイトハードディスク

入力部
標準装備 キーボード,テンキーボード,マウス

オプション ハンディリーダ,ビデオキャッチャー

プリンタ
標準装備 A4サイズ熱転写プリンタ,24×24ドット

オプション B16シリーズ用プリンタ

電話部
再ダイヤル,保留,オートダイヤル,

オンフックダイヤルほか オプション

モデム 300ハ′200ビット/秒全二重
外形寸法 幅324×奥行き372×高さ376(mm)

図l 日立パーソナルワークツール"PROSET30HD”
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日立トークンリングネットワーク"TR4”

オフィスワークでのテ､-タコミュニ

ケーションの普及とともに,LANの分

野では,(1)システム形LAN(ファイル

サーバやプリントサーバなどを利用し

たリソースシェアの可能なLAN),(2)

国際標準準拠LAN(オープンネットワー

ク化への要求を満たす国際標準準拠の

LAN)へと発艇してきている｡

II二正トークンリングネットワークTR

4は,国際標準IEEE8∩2.5に準拠した

システム形4Mビット/秒のフロアLAN

で,情報処理装置をリングに接続する

分岐装置(図1),情報処理装置に内臓

されたLANアダプタ,分岐装置間など

の距馳を延長するリピータ,情報処草巨

装置とホストコンピュータ間の過信を

制御するコミュニケーションステーシ

ョンなどで構成しているt)

1.主な特長

(1)情報処理装置は,リング上を周回

するトークンと呼ばれる送信権を獲得

した後にデータ送信を開始するため,

リング伝送路を有効に利用でき,応芥

性重視のシステムに一最適なフロアLAN

となっている｡(2)各種情報処理装置の

増設･移設がコンセント方式で谷為に

行えるほか,リング障害時に日動的に

伝送路を折r)返しシステムの運転を続

行可能とする構成制御装置をそろえる

など,RAS機能を充実させている｡(3)

伝送路にはシールド付きペアケーブル

を用い,1リング1たり衆人260子‡の情

報処理装置が接続できる｡(4)上+二＼tバッ

クボーンネットワークBNl_()()などの甚

幹LAN′＼接続することにより,人規模

LANシステムの構築も可能である｡(5)

区11 分･岐装置

口1工ワークステーションとしては,2050

シリーズ,2020シリーーズおよび2()50Gが

利用できる｡

2.主な仕様

｢1カニトークンリングネットワークTR

4の仕様を表1にホす｡

(lI_J二聾豊作所 怖報事業ヰこ部)

表l 主なイ士様

項 目 仕 様

形 態 リング

伝 送 媒 体 シールド付きツイストペアケーフル

伝 送 方 式 ベースバンド方式

伝 送 速 度 4Mビット/秒

最大情報処理装置数 260台/リング

アクセス方式 トークンパッシング方式

インタフェース
国際標準インタフェース

lEEE802.5.1EEE802.2準拠

R A S 機 能
バイパス機能,リングバック機

能,自己診断機能 ほか

接 続 機 器

国際標準インタフェース‥EEE

802.5,802.2)に準拠した情報

処理装置(クリエイティブワー

クステーションZO50/32ほか)

日本語ワードプロセッサ

パーソナルワードプロセッサ(以‾F,

ワープロと略す｡)が脚光を音谷びている

一方で,ビジネス用ワープロに対して

も操作件が良く,Lかも多量文書を扱

えることなどから根強いニーズがあるt,

これらのニーズに対ん㌫するため,20M

バイトの固定ディスクと,12インチ白

黒反転CRTテトィスプレイをコンパクト

に一体化した｢ワードパルTH80()+を

発売した(図1)｡

1.主な特長

(1)高性能CPU採用による高速処理

高件能CPU採用,国定ディスクとの

j車動などによr),平均処理速度を糸勺1.3

ん一Jf7J/ユタ

≠ット｢/-クシステ∠､

▼..マ

･7+!+L

l

■.フ._.≧

∴ 笹叫

匡】l ワードパルTH800
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｢ワードパルTH800+

倍に高めた｡

(2)文書背坪機能の強化

同定ディスクには,文吉以外にも,

オプションのシステムプログラムをぎ芙

錨できるので,高速立ち上げが可能で

あるr,さらに,多量文再を効中よく利

川できるように史書検紫などのト史書管

理機能も寸答載している｡

(3) レーザプリンタネットワークシス

テムの構築が=J能

高速(25杖/分二A4),高11りニー1～l質

(400dpi)のレーザプリンタが接続でき,

表l 主な仕様

標準装備グ)アウトラインフォントでi竹

らかな印乍が可能である｡なお,他の

レーザプリンタ対J心のワードパルシリ

ーズと寸昆在して,故人87′iまで接続で

きる｡

また,安価な240dpiレーザプリンタ

も用意している〔)

2.主な仕様

｢ワードパルTH別)0+の主な什様を

表1にホす｡

(L+立製什ミJ叶 OA事業部)

項 目 仕 様

入 力 自動･一括･複数かな漢字変換

表 示 12インチ白黒反転CRT 41字×22行(24×Z4ドット)

記 憶

フ ロ ツ ピ 3.5インチ(l.6Mバイト)×l台 約250ページ

固 定 デ ィ スク
3.5インチ(ZOMバイト)標準約2′500ページ(最大3.250ページ レーザ

プリンタ接続時は最大約3′000ページ)

辞 去 複合語含む約150.ODO語(基本辞書:約60′000語,うち片仮名辞書

約9,400語)ユーザー登毒景辞書:約2′000語

編 集 校 正

作図,グラフ,イラスト 数式,計算,フレキシブル作表機能(自動作
表機能),全文対象,文書比軌 定形文書編集,ヘルプ機能,一時保

存(自動･手動),メモ機能,構成支援機能,英文処理など

印 刷
定形フォーム印刷,自動レイアウト印刷,グループ印刷,半角組み印

刷など

そ の 他 並行処理,学習システム,ホルダー機能,文書検索,機密保護*など

寸法質量】
キ

ー

ボ
ー

ド 幅470×奥行きZ10×高さ4lmm約2kg

デイスプレイ･本体 幅375×奥行き370×高き285mm約12.5kg

注:* 固定ディスクの文書だけ設定可
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日正吉糾寺許

溶融炭酸塩型燃料電池

1.本発明の背景

この椎の燃料ノ在i他に川いられるガス

分離枇は,J止んじガスの丁允路を形成する

とともに,電極に接触して集`定休とL

てのイ_辻Ilも持っている‖

このガス分離枇は-･般にさびにくい

柑料,例えばオーステナイト系ステン

レス鋼,あるいはニッケルなどで作ノブ

れているし,

ガス分離枇はこのようにさびにくい

付利で作られているにもかかわJブず,

二の枇の燃料ノi立地では,ノ丈J心ガスの流

通によ/-ノてその滋iFiiに恨化伎脱が形成

されやすく,こグ)恨化皮膜が電仁t的接

触jl帥■〔グ)増人化を促L,電?他の=ノJを

代‾卜させるおそれがある｡

木′ヲ己明は,この接触批杭の関係によ

ってご上ずるう宅f他の出力イ代‾卜を伸さ二丈に防

止するためのものである｡､

2.本発明の内容

図1は木ヲ芭叫の燃料宅地の繋跳断耐

をホすもので,ガス分離根は,少なく

ともT珪柿と接触する部分がアルカリ金

属ノ亡素を含イj■する導電僧三部柑,例えば

ガス分離板

反応ガス涜絡

電極

図l 燃料電池の要部断面

アルカリ令届止去を丹イJ‾するオーステ

ナイト系ステンレス鋼,あるいはアル

カリ金城九素を含有するニッケルから

形成されているし,

3.特長･効果

ガス分離板の1宜侮との接触仰が,ア

ルカリ金城ノ亡素を含イJ●する瞥1立件跳ネオ

で形上戊されているので,比J心ガスでf唯

化のおそれはなく,似れた接触甘F-は什

を持ち,電さ他の√1りJ付いヾをイ軒夫にl;ん11

することができる｡

4.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第1467656号

(特公昭63一川815号)

｢燃料電池およびその製造法+

分散形階層システムのバックアップ方式

1.本発明の背景

火ノJ発ノ壷所などの一人規株制御系では,

システムグ)イ‾主さ純件を1叫_F二さ-せるために

バックア､ソプ制御系を備えるのが一般

的であるく,この場介,制御機昔話の異常

冶断の単一引立が1‡'古し､こと,バ､ソクアップ

帖のりJ換柑り戊が手短雉でなく,一切枚がス

ムーズかつ迅j劇二行われることが安J托

される(-〕小党lリ=ま,これらグ)安求にこ

たえるバ､ソクアップ‾ノブ式を拉供するも

グ)である‖

2.本発明の概要

システム概紫を図1に′Jミすr,上位i汁

ちり二機,MC(マスタコントローラ)および

校数のSIノC(サブルーーブコントローラ)

が仁こ送バスを介して椚屑rI勺に柑1丁二に接

続したものである._､二こで_1二仙二計許機

は,卯イ凹のSLCに共通するプログラムに

加え,そメLぞれのSLCの制御内?羊,r別

御子も;絹二の抑柑･川副一声をi言亡述Lた各SIJC

L■tりゴ▲の仕様プログラムを記憶Lている

ので,SLClかごJSLC-タ～のうちの什:二法

の1了と㌻が巽′～;も■となったとき,それに枇

/つて代わり,アナログメモリを介して

如才馴染作端の制御を行うことができるt_,

また,SIノCの異常診断は,適滞ので㌢

J叩竹三チェックなどによるSLCのI-′‡+診

断と,MCからSLCへJll力される信号お

よびこれに対するSIノCのんむ符をみてすf

図l システムの概要

上位計算樅

プ筑‡

SLC-1

SJC-2

SJC

マスタ

コントローラ

MC

伝送パス

サブルーフ

コントローラ

C■+
S

P/[+

■
■
-
ト
ー
.

MA

2一CトS

P/｢ヒ

一-

｢l

‥M∧【

SLC-れ

E/P

入力処理
手段

‾■■■｢

†アナログ

AM メモリ

Fx

=主監=
うMCによる診断の仙一片を介わせて子+二う

ようにLた｡,

3.特長･効果

(1)各SLCの什様プログラムが上位計

算機にあらかじめ格納されている♂)で,

バックアップ時にSLCからMCへの情報

転送が不安となり,切換をスムーズか

つj也速に行うことができる｡

(2)SLCのi牧降給断を,SLCによるl一上l

J診断とMCによる診断とを組みでナわせ

Fx

温=
Fx

て行うようにしたので,.言今断糀蝮がil∫Jj

い｡

4.提供技術

暮 関連特許の実施許諾

●特許第1353283号

(特公昭6卜22803号)

｢分散形階層システムの〃:lバックア

ップ方式+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまに二利用いただいております√また,ノウハウについても二傭談に応しておりますので,お気軽にお問い合わせ〈ださい

お問い合わせ先は･･･株式会社日立製作所 〒川D東京都千代田区丸の内一丁目5蕃■号(新丸ビル)電言引03)2-4-3■叫直通)知的所有権本部ライセンス第二部特許営業グル_7
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l_旦旦星星型畳_

排熱回収ボイラ装置

l.本発明の背景

フゲスタービンによって発一定機を駆動

し,ガスタービン排ガスのイ米有する熟

呈を排熱回収ボイラで阿収して発生し

た蒸気によって蒸気タービン発電機を

駆動するコンバインド サイクルプラ

ントは,高効率でかつ負荷追従怖が良

いことから広く採用され始めている｡

このプラントで,排出ガスに含まれ

るNOx濃度は所定基準値以下とする必

要があるが,従来方式ではフゲスタービ

ンに水･蒸気を噴射して燃焼温度を下

げ,発生するNOxを低減するものであ

ったため,ガスタービンの特徴である

高効率性を損なうものであった｡

2.本発明の内容

本発明では,接触還元方式の触媒を

排熱【〔き】収ボイラに内j歳することにした｡

具体的には,図1に示すようにガス

タービン排ガスの上モ充から過熱器,蒸

発器,および節炭器が円己置される排熱

回収ボイラで,蒸発器を分割してこの

閉に触媒を設置した｡あるいは蒸発器

と節炭器の間に触媒を設置Lた｡
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3.特長･効果

(1)プラント効率を低下させずに,高

効率脱硝が行える｡

(2)触媒の長寿命化が図れる｡

(3)排熱回収ボイラ自体の機能を損な

わない｡

4.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第1335599号

(特公昭60-17976号)

｢排熱回収ボイラ装置+

●(特公昭60-9201号)

｢排熱回収ボイラ装置+
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